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会  議  記  録  

次 の と お り 会 議 記 録 を 公 表 し ま す 。  

会  議  名  令 和 ６ 年 度 第 １ 回 瀬戸 ・ 高 松 広 域 連 携 中枢 都 市 圏 推 進 委 員 会  

開 催 日 時  
令 和 ６ 年 １ ２ 月 ２ ５ 日 （ 水 ）  

午 前 １ ０ 時 ３ ０ 分 ～午 前 １ １ 時 ５ 分  

開 催 場 所  高 松 市 防 災 合 同 庁 舎  ３ 階 ３ ０ １ 会 議 室  

議     題  

（ １ ）  瀬 戸 ・ 高 松 広 域 連 携 中 枢 都 市 圏 ビ ジ ョ ン の 取 組 実 績 （ 令 和 ５

年 度 ） に つ い て  

（ ２ ）  瀬 戸 ・ 高 松 広 域 連 携 中 枢 都 市 圏 に お け る 取 組 の 新 規 事 業 に つ

い て （ 令 和 ７ 年 度 以 降 実 施 分 ）  

（ ３ ）  そ の 他  

公 開 の 区 分    ■  公 開   □  一 部 公 開   □  非 公 開  

上 記 理 由   

出 席 委 員  

大西会長、大見副会長、大山委員（代理：中村）、上村委員、 

渡邉委員、岡野委員、濵野委員、大江委員、谷委員、伊藤委員、 

富田委員、小林委員、井下委員、前田委員、河野委員  

傍  聴  者       ０  人   （ 定員  ２ ０  人 ）  

報 道 機 関       ２  人  

担 当 課 及 び  

連 絡 先  
政 策 課 （ 087-839-2135）  

 

会 議 経 過 及 び 会 議 結 果  

会 議 の 概 要 は 、 次 の と お り  

 

議題（１）瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョンの取組実績（令和５年度）に

ついて 

 

事 務 局 か ら 瀬 戸 ・ 高 松 広 域 連 携 中 枢 都 市 圏 ビ ジ ョ ン の 取 組 実 績 （ 令 和 ５ 年 度 ）

に つ い て 説 明 。  

（ 意 見 な し ）  

 

議題（２）瀬戸・高松広域連携中枢都市圏における取組の新規事業について（令

和７年度以降実施分） 

事 務 局 か ら 瀬 戸 ・ 高 松 広 域 連 携 中 枢 都 市 圏 に お け る 取 組 の 新 規 事 業 に つ い て
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説 明 。  

 

（ 委 員 ）  

新 規 事 業 の 官 民 共 創 ビ ジ ネ ス マ ッ チ ン グ 事 業 に つ い て 、 距 離 的 に 近 い 関 西 圏

へ の ア プ ロ ー チ は 非 常 に 重 要 。 地 元 産 業 や 地 元 産 品 の 商 品 開 発 や 、 イ ベ ン ト と

の 連 携 も 視 野 に 入 れ て 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

 

（ 事 務 局 ）  

大 都 市 圏 の 企 業 は 様 々 な ソ リ ュ ー シ ョ ン を 持 っ て い る た め 、 各 自 治 体 が 抱 え

る 地 域 課 題 の 解 決 も 図 っ て い き た い 。  

ま た 、 地 元 産 品 を 使 用 し た 商 品 開 発 や PR に つ い て も 大 都 市 圏 の 企 業 と の マ ッ

チ ン グ を 図 っ て い く と と も に 、 自 治 体 PR ブ ー ス を 出 展 し 、 シ テ ィ プ ロ モ ー シ ョ

ン も 推 進 し て い き た い 。  

 

（ 委 員 ）  

関 西 圏 を 中 心 と し た 大 都 市 圏 と 資 料 に あ る が 、 東 京 圏 や 名 古 屋 圏 も 可 能 性 は

あ る の か 。  

 

（ 事 務 局 ）  

主 に は 関 西 圏 を 想 定 し て い る が 、 東 京 圏 、 名 古 屋 圏 も 視 野 に 入 れ て い る 。  

高 松 市 が 設 け た 東 京 事 務 所 が 入 居 す る シ ェ ア オ フ ィ ス の 運 営 企 業 と 連 携 し 、

大 都 市 圏 の ス ペ ー ス で の イ ベ ン ト を 検 討 し て い る 。  

 

（ 会 長 ）  

瀬 戸 ・ 高 松 広 域 連 携 中 枢 都 市 圏 に お け る 取 組 の 新 規 事 業 に つ い て 、 事 務 局 か

ら 説 明 し た と お り 、 進 め て い く と い う こ と で よ ろ し い か 。  

（ 異 議 な し ）  

 

議題（３）その他  

（ 会 長 ）  

令 和 ７ 年 に は 、 大 阪 ・ 関 西 万 博 や 瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 ２ ０ ２ ５ が 開 催 さ れ る 。  

高 松 市 で は 、 万 博 出 展 や 、 参 画 す る 西 の ゴ ー ル デ ン ル ー ト ア ラ イ ア ン ス で の

誘 客 促 進 に 取 り 組 む 。  

本 圏 域 で も 、 こ の 機 会 を 好 機 と 捉 え 、 誘 客 促 進 等 に 取 り 組 む 必 要 が あ る が 、
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誘 客 促 進 の 取 組 み や 市 町 で 検 討 し て い る こ と が あ れ ば 、 御 発 言 い た だ き た い 。  

 

（ 委 員 ）  

東 か が わ 市 は 、 瀬 戸内 国 際 芸 術 祭 ２ ０ ２５ で は 、 夏 会 期 に 初参 加 す る 。  

さ ぬ き 市 と 共 に 、 会 場 と さ ぬ き 市 を 結 ぶ シ ャ ト ル バ ス の 運 行 や 、 小 豆 島 か ら

臨 時 航 路 の 運 航 を 検 討 し て い る 。 圏 域 で 相 互 送 客 で き る よ う な 交 通 網 を 作 ろ う

と 関 係 各 所 と 協 議 を 行 っ て い る と こ ろ で あ る 。  

 

（ 委 員 ）  

土 庄 町 は 、 初 回 の 瀬戸 内 国 際 芸 術 祭 ２ ０１ ０ か ら 参 加 し て いる 。  

外 国 人 観 光 客 が 年 々 増 加 し て い る が 、 島 内 の 交 通 に つ い て は 、 運 転 手 不 足 で

厳 し い 状 況 に あ る 。 そ の た め 、 民 間 と 連 携 し て 、 シ ェ ア サ イ ク ル を 導 入 す る な

ど し て い る 。  

オ ー バ ー ツ ー リ ズ ム 対 策 と し て 、 土 庄 町 で は 増 加 す る 滞 留 時 間 に 対 応 す る た

め 、 エ ン ジ ェ ル ロ ー ド の 駐 車 場 の 有 料 化 を 進 め て お り 、 バ ス ロ ケ ー シ ョ ン シ ス

テ ム の 導 入 や 、 電 動バ イ ク の 導 入 も 検 討し て い る 。  

 

（ 委 員 ）  

香 川 県 内 で は 、 瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 の 会 場 に な っ て い な い 自 治 体 が 綾 川 町 と 三

木 町 だ が 、 好 機 と 捉 え 、 有 効 に 利 用 し た い 。  

瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 等 を 契 機 に 訪 れ る 多 く の 観 光 客 が 、 中 山 間 地 域 に 来 て も ら

え る 仕 組 み づ く り を 地 元 と と も に や っ て い き た い 。  

 

（ 委 員 ）  

万 博 に 、 綾 川 町 の 念 仏 踊 り と 三 木 町 の 獅 子 舞 を 出 展 す る 。  

ま た 、 首 里 城 を 3 度 救 っ た と 言 わ れ る 三 木 町 出 身 の 鎌 倉 芳 太 郎 氏 が 縁 で 、 沖

縄 と 交 流 を 深 め て お り 、 鎌 倉 氏 を 中 心 と し た 沖 縄 交 流 を 推 進 し て い る 。 高 松 ー

沖 縄 便 を よ ろ し く お 願 い し た い 。  

 

（ 会 長 ）  

高 松 空 港 と 海 外 を 結 ぶ 直 行 便 を 利 用 し 、 非 常 に 多 く の 方 が 近 隣 を 周 遊 し て い

る 。  

令 和 ７ 年 に は 香 川 県 立 ア リ ー ナ が 完 成 し 、 有 名 バ ン ド の コ ン サ ー ト 開 催 日

は 、 周 辺 ホ テ ル が 満 室 に 近 く 、 近 県 の ホ テ ル も 予 約 が 埋 ま っ て い る 状 況 と 聞
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く 。  

連 携 市 町 で も 大 型 イ ベ ン ト で 、 圏 域 を 訪 れ る 観 光 客 等 を 受 け 入 れ る 宿 泊 施 設

が あ れ ば 、 圏 域 で 滞 在 し て も ら う こ と が で き る の で 、 そ の あ た り も 連 携 し て 取

り 組 ん で ま い り た い 。  

以 上 で 、 本 日 の 会 議 を 終 了 す る 。  

 

以 上    

 


